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検証議題 里山再生事業について 

地区 大字  高瀬   地区 

 

【事前情報総括】 

里山再生モデル事業を経て、これから実施が計画されている里山再生事業に

ついて、町の実施予定地において線量に対する不安があることから、線量の低

減策等の意見を求める。 

 

【検証委員会からの意見等】 

■原子力発電所事故からまもなく１０年が経過するなかで、森林については、

もう放射性物質は目に見えて減衰しないと考える。線源と考えられる腐葉土

の剥ぎ取り、または土による被覆しかない。「土の反転」と「盛土」などを組

み合わせることも方法として考えられる。 

■子供たちの利用想定をして、追加被ばく線量の目標を設定することや、利用

時間の制限も検討してもらいたい。 

■点でのモニタリング以外に、面的に見えるようにモニタリング方法の検討

も必要である。 

【対応状況】 

検証委員会での意見を参考に、環境省と協議していくこととする。 

 

 

※ 提言に対しての対応状況については追って報告することとする。 


